
樹木の胸高直径とは？

樹木は1年間でどれくらい成長していると思いますか？

樹木の成長量を測るための1つの指標として、胸高直径

があります。胸高直径とは、その名の通り、およそ胸の

高さでの直径のことで、地面から1.2～1.3mの位置での

直径を測定します。胸高直径を測ることで、樹木の種類

（例えばスギなど）によっては、大体何年生の樹木かを

推定することもできますし、胸高直径を毎年継続的に測

定することで、樹木の成長量を算出することができます。

GLOBEでは、生物圏の中にバイオメトリーという観測

項目が設定されており、そこで樹木の胸高直径や樹高な

どの測定方法が提示されています。

胸高直径の測り方

測定対象となる樹木が決まったら、メジャーなどを用い

て、地面から1.2mの高さ（胸高、GLOBEの観測プロト

コルでは、1.35mの高さ）に印をつけます※１。

印をつけた胸高の高さで、樹木の周囲長さをcm単位で

記録します※２。

測定した周囲長をもとに、以下の式から直径を算出します。

直径 ＝ 周囲長（円周） ÷ π（3.14）
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※１継続的に観測する場合は、幹回りの複数個所に印をつけておく、
メジャーで囲んだ場所（樹皮）に線を引いておくなど、
より詳細な印をつけておくことで、2回目以降の観測時の誤差を
小さくすることができます。
※２直径割メジャーを用いれば、読み取った値をそのまま直径として
記録できます。

図　胸高直径の測定
GLOBEバイオメトリープロトコルより引用
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樹木の胸高直径の成長量から
二酸化炭素の吸収量を推定する
：温室効果ガスの排出削減への貢献

植物は、太陽の日差しを浴びて、二酸化炭素を吸収し光

合成を行い、成長しています。樹木が吸収した二酸化炭

素の量を、胸高直径の成長量をもとに推定することがで

きます。

観測した樹木の二酸化炭素の吸収量を推定するために

は、まず、その樹木の材積を求める必要があります。材

積は、該当の樹種の材積表から求めることができます。

材積表とは、樹種、胸高直径、樹高の組み合わせによる、

樹木1本の平均的な幹材積（幹の体積）を示した表のこ

とで、地域ごとに異なる材積表が作成されています。

国立の研究機関である森林総合研究所で公開されてい

る、幹材積計算プログラムを用いれば、80種以上の樹

木の材積を算出することができます（詳細は、https://

www.ffpri.affrc.go.jp/database/stemvolume/index.

html）。

例えば、日本の代表的な固有種であり、多くの地域で植

林されているスギの場合、以下のように求めることがで

きます。

関東地方のスギ（樹高10m）の場合：

1年目の胸高直径　14cm →　材積※３は、0.08m3

3年目の胸高直径　16cm →　材積※３は、0.10m3

炭素吸収量※４＝

（材積の増加量）×（①容積密度）×（②拡大係数）×（１

＋（③地下部・地上部比））×（④炭素含有率）

(0.08-0.06) × 0.314 × 1.57 × (1 + (0.25)) × 0.51 = 

0.006285 （トン）→ 6.285kg

これを二酸化炭素の量に換算すると（C=12, CO2=44）、

6.285 × 44/12 = 23kg

1年間での吸収量は、

23÷2= 11.5kg

樹高10m、胸高直径が15cm前後の若いスギの場合、1

本で年間11.5kgの二酸化炭素を吸収していることが分

かりました。みなさんの学校校内や周辺にある樹木の場

合は、温室効果ガスである二酸化炭素をどれくらい吸収

しているでしょうか。また、新たに樹木を植栽すること

で、どれくらいの二酸化炭素排出削減に貢献することが

できるでしょうか。自分たちの日常生活の中で、実際に

排出していると考えられる二酸化炭素の量と比較して、

その貢献度を具体的に評価してみましょう。その成果を

学校内外に発信していくことで、身近な人たちの生活ス

タイルや消費行動の変化につながっていくかもしれません。

※３立木幹材積表東日本編（林野庁計画課，1970）を参照
※４炭素吸収量の算出に必要な①～④の係数は、
樹種ごとに公表されています。（次ページの表を参照）
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表　炭素吸収量の算出に必要な係数
（林野庁ウェブサイトhttps://www.rinya.ma�.go.jp/j/sin_riyou/ondanka/con_5.htmlより引用）

BEF: 拡大係数（地上部バイオマス（幹・枝・葉）と幹バイオマスとの比率）
R: 地下部・地上部比
D: 容積密度
CF: 炭素含有率

関連資料
■観測プロトコル（生物圏）https://www2.u-gakugei.ac.jp/~globe/observ/pheno.html

■林野庁計画課（1970）立木幹材積表 東日本編 ,日本林業調査会


